二〇〇四年一月一五日　平田伊都子さんのお話（梅ヶ丘にて）

私が鹿児島大学の学園祭で講演をしている際、沖縄にラムズフェルドが来て、みんなでラムズ帰れ、ラムズ帰れ、とやってたんですけど、帰らなかった（笑）。あの人達の言い方というのは、つまり「日本は全く反抗しないんだな、いいなりなんだな」ということで、小泉さんはポチだし、それはすごく失礼ですよね。私は首都圏ほとんど、鹿児島、佐賀、と各地の学園祭を回っていたんですが、沖縄も行ってきました。一一月の三〇日、沖縄に入る時にちょうどイラク大使館の井ノ上さんともう一人の方が殺されたというニュースを聞きました。井ノ上さんは親友なんですよ。というのは、アラブ世界って狭いので、イラクへ取材に行く際、必ず、以前井ノ上さんがいらしたヨルダン大使館のイラク班に立ち寄っていたんです。イラク大使館っていうのは、イラク戦争後に立ち上げられたもので、それまでの湾岸戦争後の一三年間、国連の経済制裁があってイラクとの国交はなかったわけですから。イラク大使館は建物だけあって、そこに二、三週間ごとのシフトで、ヨルダン大使館の人が二人ずつ行っていたんです。井ノ上さんは私が行く度に、ご飯を一緒に食べたりしてた仲なので、あの時は本当にびっくりしました。真相が色々言われていましたよね、あれは結局アメリカ軍がやったんだよ、とか。先程も言いましたけど、「情報を操作している」というのが一番怖いなと思う。アメリカ軍は、今、イラクで何が起こっているのかということを教えないし、八月に取材に行った時も、外に一歩も出られない。危険だから出ちゃいけないと言われる。そうすると、どうやって情報を得るかというと、ブレマーが仕切っているCPA、私達はこれをアメリカ占領当局って呼んでるんですが（笑）、そこのアメリカのプレスのコンベンションセンターから来る情報しかない。

例えば、イラク人でアメリカ軍に逮捕された人々がその後どうなったか、全く判らない。掃討作戦なんてメチャメチャひどいですものね。あれは、イスラエル軍がパレスチナ人にやっているのと同じパターンなんですよ。イスラエルのモサドも、KGBなども関係していて、イラクで共同作業をやっているのは事実なんです。イスラエルのやり方は、今回のアメリカ軍のやり方より上手です。というのは、私の知り合いなどもそうなんですが、現在イラクに行っているアメリカ軍の構成というのは、軍で技術を身につけようとして州兵になった人まで行かされている。いわゆる戦争のプロでも諜報活動のプロでもない人達なんです。今は、イスラエルのモサドあたりが指導しているのは明らかです。アメリカもそれを隠そうとしてないし。そういうことがとっても怖いし、これからもっと怖いのは、編成を新たにするとラムズフェルドが言いましたね。今までのアメリカ軍の兵士を入れ替えて、今度は、海兵隊を投入する。沖縄から、行くじゃないですか。これは戦争のプロフェッショナルですから。本当に、誰もイラクの人達のことなんか考えてない。家に入るんだって、ノックもしないで、ガーンって入ってくるわけですから、あれはひどいですよね。容疑といって、いくらでも逮捕できるんですから。

タイムの新年号に載ってましたよね。息子さんが逮捕されて帰って来ないと、イラク人のお母さんが、アメリカ兵の手を握って訴えている写真が。あんな奴の手握っても駄目だなと思うんだけど（笑）。

世界的にイラクの石油権益に目がいっていて、イラクを助けようとする国がいない。アラブ諸国もカダフィーなんて見ていると、前はああじゃなかったのに、コロッと変わっちゃう。それは締め付けなんですよね。お前のとこの石油買わないよ、みたいなことと、カダフィーの場合は、フランスとの関係もあって、飛行機事件とか色々あって、アメリカだけじゃなく、イギリスからも言われて、なびいちゃった。アラブ諸国はもう全然駄目ですよ、あてになんない。

今、汐文社の「教えて！イラクの戦争と今むかし」という子供向けの本の三巻目を書いているところなんですけど、子供にちゃんと教えておかないと駄目だなと思っています。イラクの人々には本当に申し訳ないんだけど、今回の戦争っていうのはこんなにすごい教材というか、問題の大きさがあって、それを知らないことは逆に罪だなと思う。イラク戦争っていうのは駄目なんだよ、間違っているんだよということを、今みんな省いちゃって、自衛隊の問題ばかり言っているけど、この戦争を明確にして、きちんと裁かないといけないと思います。あの戦争でイラクの人がどんな思いをしていて、まだ今もずっと人殺しが続いている。そういうことをちゃんと教えてあげたいなと思って。まず最初に、今回の戦争の凄さ、人が住んでいないかのようにボンボン爆撃したわけですから、それを教えて、次にイラクってこんな素敵な国なんだよ、メソポタミアから続いていて、あそこで「千夜一夜物語」が作られて、ということを二巻でやって、三巻目は、イラクの人達の習慣とか食べ物とか、文化の違いとか、例えば、トイレなんか進んでますよね。イラクは昔からトイレは水洗いで、ウオシュレットのようなものですから。それから、豚はどうして食べないのか、とか。今は行けないけど、イラクの子ども達と、お友達になれるように、向こうの子ども達の手紙なんかも貰って来ています。

イラクの人達って、結構、現実派なんですよ。お酒も飲みますし、それ程、イスラムの締め付けがなくって、通りに酒屋がずらっと並んでいたりする。湾岸戦争前は、キャバレーもあって、クウェートやサウジアラビアからお金持ちが遊びに来ていたらしい（笑）。私が二〇〇三年の四月にイラクに行った時は、一応、爆撃が終わっていて、やっぱり、みんなサダム・フセインは嫌いなんですよ、独裁は独裁だから。副大統領の時期も含めると三十年位、権力を持っていたから、嫌な人はいっぱいいますよ。特に、シーア派の人は、スンニー派の人と比べて差別されていたし。でも、みんなが言うほど、差別があったわけじゃないんですよ。とにかく、イラク内部で戦わせたがるでしょ、なんとかとなんとかを対立させるとか、それが情報操作の怖いところなんですけどね。本当のイラクの人達の心を誰もつかんでいない気がします。それで、その四月の時に、街の人達に聞くと、とりあえず、「サダム・フセインを追い出してくれて、ありがとう」とは言ってました。でもその時でも、アメリカ軍は早く帰って欲しいよね、と言っている。もう役目は終わったんだから、とっととお引き取り下さい、後はイラク人が自分達でやるから、と。それで、その後、八月にもう一度行ったら、その後が大変だったんです。色んな事件がいっぱいあって。十一日に、サドル・シティに取材に行って、そこはシーア派の貧しい人達が住んでいるところなんです。シーア派だからスンニー派のフセインにいじめられていて、四月には、アメリカに対してありがとうと言っていましたが、八月には誰もそんなことを言わない、とっとと出てけと変わっていました。それで、十三日に「旗事件」というのが起こりました。街のど真ん中に鉄塔があって、その上にシーア派のシンボルの黒い旗があるんです。それをアメリカのヘリコプターが二機飛んできて、その旗をナイフで取ろうとしたんです。挑発なのか、よく判らないんですが。それを見てた人達が、冗談じゃない、それを取るなら俺を殺してからにしろ、と叫んで。私はその日たまたまそこにいたけど、そういう事件があったのを知らなかった。そうしたら、夕方、その地区を出ようとした時、やばいから早く帰れと言われて、ちょうどその時、シーア派のデモがあったんです。それでそのデモに対して戦車が出てきて、発砲があって、少年が一人殺されて、沢山の人が傷ついた。それまで比較的、親米的だったサドル・シティが、それ以降、反米になっちゃった。CPAも街が親米だから面倒を見ようと言ってたくらいだったんですが。それからずーっとデモが起こってて、十月十日に、シーア派の宗教指導者であるムスタファ・サドルが、シーア派のメッカであるナジャフで、新政権の樹立を宣言したんです。先程のサドル・シティは、昔はサダム・シティという名前で、「サドル」というのは、このサドル氏から名前をとったものなんです。でも、その新政権樹立にしてもほとんど報道されないじゃないですか。彼はその時、「我々イラク人がつくった新政権を支持するか、アメリカの占領当局の傀儡の統治評議会を指示するか、どちらかを決めるのは、イラク人だ」と言ったんです。だけど、アメリカは、それに対してノンタッチで、これを報道したのはアルジャジーラとアルアラビーヤでした。他の国々もその新政権に対しては、無視です。

八月十一日には、ロイターの記者が殺されたじゃないですか。彼も親友だったんです。私はその時、パレスチナホテルにいて、それを知って、ロイターに電話したんです。でもその時、彼の助手は、もう死体と共にアンマンに向かって、いなかった。殺された記者はパレスチナ人だったんです。パレスチナのヘブロンの名物記者なんです。最近は、カメラマンというふうに言われてますが、特派員なんです。すごく優秀な人で、イスラエルでは、何度も何度も監獄にぶち込まれて、歯を折られたり、足を撃たれたり、ガタガタになってもがんばる人だったんです。私も以前、年に一度はヘブロンに行っていたんで、よく会っていたんです。おっきい人なんで、弾よけになってやるからって言って、私はその後ろについていって取材してたんだけど（笑）。いやー、もう、びっくりしました。私、彼が死んだのを聞いた時、やっぱり、モサド（がからんでいるんじゃない）かな、と、思っちゃった。判らないですけど。とにかく、なんにも情報がないので。

アブグレイブという刑務所に一般の人は入れられてるんですが、（捕まった）偉い人は、空港の留置所に入れられてるんです。他の建物はみんな壊れてるので（笑）。プレスはみんなで動くんです、危ないから。彼も仲間と一緒に、そのアブグレイブの刑務所に取材に行っていて、小さいデジタルカメラで撮影をしていた。ずっと刑務所を映してパンして、そしたらその先に、戦車がいた。その戦車が撃ってきた。日本で放映されたかどうか判りませんが、カメラがパタンと倒れる映像があるんです。あれは、彼が撮っていた映像なんです。カメラを機関銃と間違えたと言っていますが、至近距離でそんなこと、絶対あり得ない。そういうことがどんどんある。

今はパレスチナホテルも危ないというんで、CNNなどは別のホテルを借り切ってニュースを作っていますが、米軍の後ろ盾もあるし、NHKなんて二〜三室でやっていて、かなわないですよね。八月に私が行った時、ホテルに脅迫状が来たこともありました。とにかく、アメリカも他の国も問わず、外国人は出ていけ、ということですよね。それは、アラビア語じゃなくて、英語でした。それがイラク人全体の感情なのかどうかは判らないです。そういうことをきちんと調べて報道する人がいないので、とっても怖い。本当はなんなの、というところが見えない。

四月、五月は、爆撃がやんで、台風一過のようで、青空があって、ほっと外に出て、あんたんとこ大丈夫だったのね、まぁ命助かって良かったよね、とか、そういう感じだったから、あまり、反撃というような雰囲気じゃなかった。八月に行ったら、ちょっと違っていて、知り合いのイラク人も「危ないよ、危ないよ」って言うし。以前は、確かにメインストリートはそんなに危なくなかった。だから、四月、五月はその辺のレストランっていうか、ちょっとした家庭料理屋さんなんかに入ってご飯を食べられたんだけど、そういうところも大部分が、お店を閉めてたものね、危なくって。七時位になると、暗くなってきて、そうしたらやっぱり、ドンドンパチパチやるんですよ。だから、かなり状況が厳しくなっているな、というのが判った。四月、五月は、キルクークまでは行かなかったけど、北のティクリート近辺とか、サマッラまで行ってきた。話が少しずれますが、いわゆるスンニー・トライアングルと言いますけど、あれも嘘ですよ。分けられないもの。例えば、サマッラ、サマッラって言うけど、あれは、スンニーじゃないんです。シーア派なんです。サマッラのモスクは、シーアのメッカなんです。シーア派のメッカは、サマッラと、バグダッドのカドミアと、ナジャフと、バスラ、カルバラ、これがメッカなんです。だから、そういうところも（普通の報道を）信用しちゃいけないんです。で、ともかく、サマッラまでは行ったし、羊飼い、いわゆるベドウィンに取材が出来たし、バスラも行ったし、ナーシリヤも行ったし、サマワも通ったんですよ。

でも、自衛隊は、サマワに何しに行くのかなっていう感じです。水の供給、供給って言われた時に、あそこって、昔から、ユーフラテス川があってね、みんなその水で生活してるわけなんだから（笑）。水の浄水に行くって言ってもなぁと思って、よく考えたら、あの辺に米軍基地と、他の国の基地があるんですよ。水が濁っているから、人々を救いに行くんだなんていう報道はやらせですよ。だって、水は昔から濁っていて、ずっと飲んでるんだから（笑）。共同の水飲み場があって、私と一緒に行ったイラク人の運転手さんとかぐんぐん飲んでる。私も飲もうとしたら、お前らは飲むな、と言われた。俺たちはチグリス・ユーフラテスの水に慣れているから平気だけど、お前らは飲むなよ、って言われた。そうすると、自衛隊の供給する水は、なんなの？って考えたら判るように、米軍とか或いは、他の国の、いわゆる友軍の給水のために行くんだな、と、私は思った。

私は遺跡のことが気になっていて、四月に行った時、ナーシリヤのそばに、ウルっていう遺跡があるんです。ジグラットっていう。そのウルの遺跡には以前も行っていて、もう一度見たかったから、行ったら、なんと米軍が駐留してるんです。米軍基地になってるんです。なんでかというと、今度、自衛隊が駐留する基地も、家のないところに、作るわけじゃないですか。家の側だと、やられちゃう、っていうのもあって。やっぱり、アメリカ軍は考えてますよ。で、遺跡に、入るに入れないんですよ。ウルの遺跡は、間道から入るんですが、入れてもらえなかったんで、私はそのまま出てきたんです。そしたら、たまたま、戦車の間に、私達の車が挟まっちゃったんです。意図的じゃなくて。戦車って、大きいじゃないですか、道も細いし、一本道だし、出るに出られなくて。私達の車は韓国製のオンボロで、ガソリンが漏れてて（笑）、すごいガタガタのもので。で、そのままずーっと入っていって、なんか門をくぐったな、と思って、そのまましばらく進んでたら、突然、ミリタリーポリスがウーッととんできて、出ろって、言われて、出たら、「お前、どうやって検問所を通過したんだ！ここはアメリカ軍の基地である」って言われて（笑）。「そんなの知らないですよ、なんで書いとかないんですか」って、こっちも言って（笑）。誰も注意してくれないし、おたくのでっかい戦車の間に挟まって、仕方なくここにいるんです、ナーシリヤに帰りたいんです、って言っても、「嫌、違う」って信じてくれない。爆弾を匂いで探す犬が、車の周りをクンクン嗅ぎ回っているし、「お前たちの車は、ガソリン臭い、自爆テロだろう」って（笑）。確かに、ガソリンは漏れてるんだけど（笑）。ちょうど、ナーシリヤで戦争中に、イラク人の女性の自爆テロがあったんですよ。お前は、顔も似ているって、似てないっつうの、あたしは日本人だっていうの。でも、全然信用してくれなくて、夕方まで油絞られた。で、「ああ、こんな所に基地があるんだな」と。ナーシリヤとウルの間に、元のヘッドクォーター、いわゆるイラク軍があったんです。そこを基地として使っているみたいですね。ナーシリヤぐらいまでは多分米軍とか友軍がいるんだけど、あの辺からバスラまではイギリス軍で、バスラからウム・カスルまでは、スペイン人とかがいて。

ロイターの記者がやられた時、私は本当に頭にきて、ロイターの通信社に電話して「これは戦争犯罪だ」って言ったんですよ。つまり、プレスを殺害したわけでしょ。しかも機関銃と間違えたということで。だから、国際刑事裁判所に訴えようと言ったんです。国際刑事裁判所っていうのは、戦争犯罪を裁くために唯一出来た国際機関で、ローマで準備されて、二〇〇二年の七月一日、オランダのハーグで立ち上げたものです。これは、国際司法裁判所と同じものです。戦争犯罪というのは、略奪とか、侵略とか、大量殺人、拷問、不法逮捕なども含まれます。だから、そこに訴えなきゃ駄目だよ、と言ったら、「知らないの？六月の三十日に、アメリカが国連安保理に命じて、国際刑事裁判所は、一年間、つまり、今年の七月一日まで、アメリカ軍の戦争犯罪を一切問わない、ということをのんでいる」と言うの。ああいう国際機関っていうのは、国連も含めて、変なんですよ。何でかというと、国際刑事裁判所に日本も批准していないんですよね。日本とロシアとアメリカは、批准していない。毎年一年ごとに、こういう批准をしていない国の戦争犯罪というのをどうするのか決めるんですが、どうなるかというと、免責になっちゃうんです。それが怖いでしょ。汚いんですよ。子供が考えてもわかるけど、一年間、アメリカ軍がどういうことをやっても、問われない。何をやってもいい、ということになってしまう。アフガニスタン国際戦犯民衆法廷も、つまり、国際刑事裁判所が機能していないから出てくる動きなんです。ラムゼ・クラークが湾岸戦争を裁く裁判をやりましたよね。もし、国際的に大きな動きになれば、イラクの戦争犯罪を裁くということもあり得るけれど、いかんせん、ヨーロッパのEUの国が、反対していたのに、いま、なんなの？何してるの？何か言ってみろ、という位、何も言わないですからね。戦争においては、国際法より政治的な判断の方が優先される、ってアメリカの陸軍省も言ってますけど。この間、一月に前財務長官のオニールが発表したブッシュ政権発足当初からのイラク開戦への計画についても、慌てるかな、と思ったけど、ブッシュはすごくずうずうしいのね。「そんなこと判ってる。クリントンの時から俺は考えていた」って。

でも、今回の戦争というのは、別に国際刑事裁判所にお問い合わせしなくても、完全に戦争犯罪なんですよ。だって、理由がないもの。戦争を始めた人達が言ってた理由っていうのが、嘘だっていうのがバレてて、それをみんな知っている。やっぱり、プレスが悪いな、と思います。責任は大きいですよね。

今イラクにある統治評議会っていうのは、メンバーについてイラクの人達に聞くと「全然、知らない人達ばっかりだよね」と言うんです。本当は、私達は、イラクの人を応援しなきゃいけないんだけど、手づるがない。世界の人々が、イラクを応援出来る体制なんて、アメリカは作らないし、イラク人も力でメチャメチャに侵略されてて、作れない。だから、これは、なんなの？って言いたくなるけど、石油があるから悪いのかね、って言われちゃう。でも、そうなんだよね。石油があったから、あんなふうにグチャグチャになってしまった。

石油のパイプラインは、あちこちでカットされてますよ。復旧するっていっても、パイプラインって、何千キロもあるから、簡単にカット出来るんです。私も見ましたよ。イラク人の抵抗勢力だと思うんですけど。でも、抵抗勢力って言っても、「私達、抵抗しています」って、声をあげたら、今、やられちゃうじゃないですか。全滅しちゃう。抵抗勢力がいることはいるんだけど、どういう組織でやられているのか、判らない。みんなそれは探りたいと思いますよ。

スンニー派の動きとしては、ラマディの族長関係の人で、サッターム・ガウードが、新しい組織を四月に作ったんです。その時は、新しい党がいくつ位出来たかっていったら、二千位あるんじゃないか、っていう時期だったんですけど。彼が作った組織はどういうものだったかというと、イラクの人達は民主主義も何も判らないから、とりあえず、民主主義的な、みんなの意見が入るような体制にするためには、ちゃんとした指導者が必要で、それはアメリカ人でも誰でもない、イラク人だ。特にイラクの知識層と呼ばれている人達が中心になって、とりあえず指導する組織を作ろうと立ち上げた。「イラク知識人最前線」というような組織名です。昔「アラビアンナイト」があったマンスール地区に、今、統一評議会のチャラビが、狩猟クラブと言われていた所に、陣地を引いているんですが、その近くでサッタームはその組織を立ち上げた。そうしたら、その翌日に、アメリカ軍のタンクが十台来て、機関銃を突きつけられて、サッタームが逮捕されてしまった。逮捕された翌々日に、みんなでデモをやったんです。おかしいじゃないか、少なくとも理由を言って欲しいし、釈放して欲しい、と。その前にもシーア派の新しい政治組織を作った人がやっぱり逮捕されたんです。その時には、デモに二千人位が集まった。サッタームの時は、知識人階級だから動きづらかったのかもしれないけど、百人が集まった。それでも大変なことなんですけど。彼は、いまだに監獄の中です。日本の昔の特高みたいな感じですよ。彼はラマディの族長の系列の人なんです。族長っていうのは、地域の指導をしていて、地域の行政は彼らの方が握っている。彼は湾岸戦争の後に、自分で会社を立ち上げて、隣国のヨルダンに会社があったんです。湾岸戦争後の経済制裁で、イラクでは何も出来ない。石油は、「オイル・フォー・フード」という扱いはあっても、外貨が凍結されているから、商売としては扱うことが出来なかったから。で、ヨルダンで会社を作ってやっていたんですが、イラク戦争後、やっぱり自分の国でちゃんとやりたいと言って、イラクに帰ってきた。彼を逮捕したのは、私は、チャラビだと思ってるんです。チャラビは、イラクの統治評議会の実質的指導者で、ヨルダンにあるペトラ銀行の頭取なんですが、汚職事件に関わっていて、ヨルダン政府から逮捕状が出ている、そういう人なんです。チャラビが狙っているのは、まずお金なんですよ、フセインのお金や、このガウードさんみたいなお金持ちの持っているお金。だから、不思議だな、っていつも思うのは、掃討作戦で、金が何万ドルあったってそういうのばっかりで、そのお金どこいくの？って言いたくなる。ほとんどあれは、マフィアの世界ですね。チャラビっていう人はそういうお金にするどい人なんです。だから、チャラビにやられたな、という気がした。判らないですけど。今、弟さんがドバイにいたんですけど、お兄さんのサッタームをどうするかっていうんで、イラクに帰っているみたいです。私はサッタームさんとは戦前から付き合いがあって、面白い人なんですよ。タラバっていうサッカークラブを持っていて、タラバっていうのは「生徒」っていう意味で、彼は学生という身でありながら、会社を立ち上げているんで、学生や知識人を自分のベースにしている人なんです。イラク人っていっても色んな人がいるんです。教育程度も高いし、女性も力があるんですよ。なんでかっていうと、イラン・イラク戦争の時に、男たちは戦場にかり出されちゃって、女が残った。それは昔のベドウィンの世界とおんなじなんです。女達が行政とか、教育の分野や、病院などで働いている。ほとんど職員は女性なんですよ、男はみんな戦争に行ってるんだから。女性の意欲も教育程度も就職率も他のアラブ諸国に比べて高いし、布かぶってる女性も少ないですよね。年寄りとか、地域差、例えば、南の方の凄く宗教色の強い地域に行けば、あるかもしれないけど、意外に開けてますよ。

アメリカは、日本は戦後、成功したってこういうのね、失礼だなと思うんだけど。でも、アメリカはあの時、日本の政府は壊さなかった。国体も壊さなかった。だって、天皇も置いてるんだから。でも、今度のイラクは全部壊したんですね。それが大きな違い。それと、もう一つ、日本は何もない、石油も何もない、競争相手がいないし、そんなの相手にするの面倒じゃない。あの時、フランスもロシアも大変な時期で、もってけ、もってけっていって、日本はアメリカの好きにできた。でも、イラクの今の体制で一番怖いのは、あそこには石油があるし、手つかずの資源もあるかもしれない。人口密度だって低い。総人口が大体、二千四百万人。メソポタミア文明だから川の中の土地は豊かだし、人が集まるけど、周りの砂漠は厳しいから住めないですよ。そうするとやっぱり人口密度は低くなる。ところが、地下資源ということになると、ほとんど閉鎖していた国だから、どれくらいの量があるか、判らない。まぁ、人工衛星で見ているから、裸んぼ同然だとは言うけど、それでも判らないことはいっぱいある。私なんか、アメリカは自分の国で石油が取れるのに、なんで？と思うわけですよ。でも、アメリカの消費量っていうのはすごいし、埋蔵量も、もう残り少ないらしい。

湾岸戦争後の十三年間の経済制裁の中で、アメリカはイラクの石油の利権から除外されていたわけです。中国とロシアとフランスとドイツ、これがうまく利権を配分しようとしていた。だから、アメリカの攻撃に反対していたわけです。みんな自分達の思惑と、利益でもって反対するから、やりづらいんですよ。そうするとアメリカは、なんだこんなの一発でひっ転がしてやるぞとなる。イラクは軍事的には全然駄目だし、あいつらどうせ向かって来ないっていうのが判ってるから、やっちゃったんだろうと思いますよ。その方が早いから。でも、今になって、多分、後悔していると思う。一番怖いのは、今、自衛隊が行きましたよね。そうすると、アメリカが、すっと手を引くなっていう感じがするの。今までも色んな国で、アメリカって、そうでしたよね。そうしたら、自衛隊は残されてどうするの？って。オランダ軍なんか守ってくれないですから。それで、アメリカにお前、ここ守れって言われて、治安のための戦闘をさせられる。それが一番、怖い。米軍がいまやろうとしているのは、とりあえず、六月末までは国際刑事裁判所にひっかからないから、まぁ、約束した手前、それまでには米軍は引き上げる。米軍が引き上げないまでも、CPA、アメリカ占領当局は、統治評議会にでも引導を渡して、引き上げて、あそこは大使館になるんですって。その前に出来るだけ掃討作戦をしたいっていうんで、ラムズフェルドは、戦争屋を入れるわけです。その戦争屋に詳しい人が、日本にもいたと思います。戦争屋っていうのは、戦争のプロで、そういう会社があるんですって。海兵隊も投入するし。そうなると、困るのはイラクの人達ですよ。掃討作戦っていったら、相当のことをやるよな（笑）、逮捕なんて当たり前みたいだもの。見ていて、イラクの人全員を逮捕しなきゃ気が済まないのかな、と思ってしまう。アメリカは、イラクの人の今後には関心がなくて、石油にしか興味がないんだから。それと、イラクは、アラブ諸国内での、地理的、軍事的なメリットも大きい。

私がもう一つ心配なのは、イラク人が、パレスチナ人のようになるんじゃないかなということで、あり得ますよ。なんでかというと、土地は本当に汚染されているし、地下水も放射能がひどいし、不発弾処理もしていないし、アメリカは自分の身を守ることばっかりで、何にもしていないんだけど、土地の値段がどんどん上がっているんです。なんなの？って聞いたら、ユダヤ系の人達が土地を買い占めているらしいんです。実際に、統治評議会の財務大臣が言っているんですが、土地は買うことは出来ないんだけど、長いスタンスで借りることが出来る。結局、買うってことと同じように、売りに出してる。フセイン宮殿跡地も高値になっている。ユダヤ人っていうのは、百年前のヘルツェルの時から、パレスチナの地にユダヤの国を作りたいからって、当時のトルコ帝国に土地を売って下さいって言って、若干買った経験があるから。ユダヤ資本が入ってくれば、アメリカのユダヤ人や、ロシアのユダヤ人が入ってくるかもしれない。そうすると、イラク人は、難民になるかもしれない。目に見える形でそうならなくても、占領されてしまう可能性はある。結局、ブッシュにしろ、誰にしろ、あそこに人間がいるとか、あそこを良くしようとか、そんなことは考えていないということが、よく判ったじゃないですか。今回、見ていて。アメリカの国策のためなら、イラク潰そうと、何しようと構わないわけです。今年になって、アメリカのパウエルとか色んな人の発言を見てて、もうイラクじゃないんですね、目を向けているのが。大統領選挙なんですよ、これは怖いな、と思って。選挙に焦点を合わせているから、イラクからは早く手をひきたい。あの人達は、イラクをほったらかしにしますよ。石油は、統治評議会だとかなんだとかに、利権を守るようにさせてね。戦費が嵩むのは、選挙ではマイナスだし、今、アメリカの予備役の人とか、日に日に殺されていくのは、いくら隠そうとしても隠せないですよね。イラク人が何人死んでいるかっていうのは、これは判らないけど。アメリカとしては、とにかく、兵隊の問題もあるし、早々とやめた方がいいんじゃないかということを言い出してるんですね。今、ブレマーが、早めにやめるって、イラクに戻ってきた時に言っていて、ヨーロッパの国々は前から早くやめろって言ってるわけですから、ヨーロッパに対してもやめましたよ、だからあなた達も兵隊出しなさい、っていう切り方にして、大統領選挙に結びつけたい。ブッシュの頭にあるのは、今、選挙に勝つことだけですからね。それで、一番、馬鹿馬鹿しいのは、イラクの人ですよ。自衛隊もですけどね。だから、この間、アメリカ統合参謀本部議長のマイヤーズが来日して言ってるじゃないですか。大使館の人が二人死んだでしょ、もう判ってるでしょ、危ないところに行くんだよ、って。馬鹿にしてるなぁ、と思って。

インフラ整備は、全然されてないです。自分達で努力しようにも物がないし、アメリカは何もやってくれないし、とにかく、危ないんです。どれくらい危ないかというと、朝、ドンドンパチパチいう銃声で目が覚めちゃう。今までは泥棒とか、そういうパターンだったけど、最近は違うのね。米軍が関わってくるし、米軍の逮捕とかもあるし。

イラクは、春とか穏やかな時ってないんですよね。あれが性格を作っちゃうのかな、と思うけど。一月は、暖房ないときついですよ、日本人には。明け方、零度まで行きますから。

インフラは私はやってるもんだと思ったんですよ。昨年、四、五月に行って、次に行ったのが八月ですから、三ヶ月もあるんですから。そうしたら、あの頃から、治安が悪くなっていたらしいんです。四月、五月は米軍がおっきな顔して出入りしてたんですよ、タンクだとかジープだとかで街中を支配していた。でも、八月になると、外に出なくなって、最近はもっと出ることが少なくなっているらしい。取材の時、アメリカ軍を取材したいとなると、必ずアメリカのコンベンションセンターに行って、アレンジしてもらうんです。それも、なっかなかやってくれない。で、それはあらかじめ、メニューを向こうが作るらしいんです。例えば、水道を直しているところとか（笑）。だけど、それはその日だけなんだって。要するに、プレスサービスとして、そういうものをやる。だけど、基本的に直すということをやっていない。どうしてやってないんだと聞いたら、イラクの施設は、全部、湾岸戦争以前のものだから、錆びついていて、これはもう全面的に直さないと駄目なんだ、応急処置じゃ駄目なんだと言うんです。確かにそうなんです。でも、沢山お金を取るじゃない、と言ったんです（笑）。そのための復興援助なんだから。そうすると、それに対して、だから今、アメリカの大手企業のベクテルとかが計画を一生懸命立てていて、それからなんだ、慌てなくてもいいんだ、悪いようにはしないから、とこう言うんです。つまり、アメリカは国として復興産業をやるんじゃなくて、企業にやらせるわけなんです。

　昨年の九月に、ドバイで経済会議があって、その時統治評議会の財務大臣のザイラニが、アメリカを代行して言ってるんですが、今までアメリカは復興産業に関しては全部自分達の手でやると言っていて、独占だったんだけど、「もう独占はやめます、皆さんご参加下さい」と、あの時点で売りに出したんです。どこの国でもいい、と世界中に門戸を開いた。ただし、石油だけは嫌だよ、と言ったのが、正直というか、嫌らしいと思うんだけど（笑）。アメリカは、日本にも入札させてあげます、ただ、ドイツとフランスとロシアはまだだよ、とか、カナダも入れてあげます、とか。だから、復興産業にどの位のお金をおとすのか、それも疑問ですよね。八百何十億ドルだって、どうなるか判らない。だって、その根拠がないんだから。

私、八月に、バグダッドの市議会というのに行ったんです。統治評議会とおんなじようなものです。統治評議会が、全く、傀儡であるっていうのは、今、宮殿があるじゃないですか、サダム・フセインの人民宮殿、あそこにブレマー以下、八百人のアメリカ人が巣くっているんです。あそこで何をやっているかといったら、いわゆる政府を作っている。だから、何でもあるんです。例えば、教育省もあるし、厚生省もあるし、石油省もあるし、財務省も全部ある。それは全部、アメリカ人がやっているんです。で、統治評議会っていうのは、アドバイサリー・カウンシルで、いわゆる助言をする、アメリカに言われたことをやるという組織なんです。統治評議会には全く権威もないし、決定権もない。そういうことは、ブレマー以下八百人のアメリカ人達が、宮殿の中で、ああでもない、こうでもないってやってるんです。彼らは実際に、外に出られないんです。なんでかというと、危ないんですよ。ブレマーの車だって、十二月の頭に襲われたじゃないですか。それ位、危ないんです。だから、あの宮殿の中で、外に出ないで、一生懸命、報告書を書いているんですって。面白いでしょ？お芝居を見ているみたいなもんですよ（笑）。それで、その中に、バグダッド省っていうのがあるんです。バグダッドをどうするか、という省です。バグダッドは大きいので。そこが、市議会みたいなものをでっち上げたんです。それで、八月はもう取材も外へは行けないって止められていて、そこなら、行ってもいいということだったので、週二回の会議に通ったんです。市議会議員というのは、三十七名いて、その人達は、市民に選ばれたものだと思うじゃないですか。違うんですよ。だって、一般市民は、全然、市議会なんて知らないんですから。場所も知らないし、あるのも知らない。要するに、統治評議会とおんなじで、アメリカ占領当局が地元の有力者をピックアップして、会議をやらせてる。だから、会議を仕切っているのは、必ず、アメリカの占領当局なんです。毎週、火曜日と土曜日に、三十七名、来る人も来ない人もいるんですが、議員が集まる。一応、メニューがあるんですが、必ず最初に、米軍から派遣された人、これは、ラムズフェルド系統の国防省から派遣された人間と、ブレマー系統の国務省から派遣された人間と二チームあるんですが、この人達が、仕切っていて、「はい、これから市議会やります」と、本当にお芝居みたいなんです。それで、まず「来賓のスピーチをいただきます」となるんですが、この来賓のスピーチがメインで、後は何もない。来賓のスピーチが長い。これがどういう人達かというと、アメリカのベクテルなど大手企業のお偉いさんなんです。アメリカは悪いようにしないから、任せなさい、ベクテルは大きい会社で作業も早いし、高度な技術も持っているし、私達に任せなさい、って言ってる。後は、国防省のナンバースリーのダグラス・ファイスが、バグダッドに視察に来た時も、そこで演説するわけです。「あなた達、市議会議員は、イラクの草の根民主主義運動のパイオニアなんです」というような持ち上げ方をするわけです。後は、例えば、統治評議会のメンバーにもなったバグダッド市の副市長というのがいるんですよ。何故か、市長はいなくて、CPAは、副市長を三人選んでいるんです。その内の一人で、ファーリスっていう人がいるんですが、この人が出てきて、いわゆる説得みたいなことをやる。「俺たちの石油は、アメリカに任せれば、上手く使ってくれるんだから、そんな悪いようにはしないんだから、アメリカは」みたいなことを言ってるんです。何を言ってるんだろう、この人はと思っていたら、十月に暗殺された。

市議会が何のためにあるのかというと、アフガニスタンの場合でもアメリカがアピールしているように、イラクで草の根民主主義を根付かせようとやっている、という宣伝のためで、だから取材はOKなんです。二つ目は、やっぱりイラクの人達に、アメリカに任せれば大丈夫なんだよ、と思わせようとしている。そして、三つ目が怖いんですが、三十七名の市議会議員が、それぞれ自分の地区の危険情報をそこにもってくる。ということは、これは、スパイなんです。それが怖い。なんとも言えないんだけど、多分、スパイというのは、お金になると思う。みんなお金がないんですよ。だから、賞金をつけて密告させるという、ああいうやり方ってすごく嫌らしいな、と思う。フセインを捕まえたら、何百億ドルとかいうじゃないですか。それで、イラクの人達も何か情報を渡したらお金を貰えるらしいという風聞があって、市議会議員も、「うちの隣で、最近、反米的な集会やってるらしいんだ」とか言うんです。そうすると、本当にアメリカ軍が行くんですから、次の日に。昔、フセイン政権だった時に、バース党っていうのは、全員、スパイ組織だったんです。例えば、先生は全員、バース党員で、親のことや兄弟のことを先生に報告しなくちゃいけなかった。それが、今、別の形で、占領軍に対して報告している。それがとっても悲しいなぁと思って。そういうことをしなきゃいけない、ということが。でも、その中で、イラクの人もアメリカ軍は出ていって欲しいというのがあるんですよ。というのは、イラクの歴史の中で、日本のように長々と占領軍がいるっていう状態はないから、すごく目立つんですよ。アメリカ軍の存在が。そりゃそうですよね、でっかいタンクだとかジープで横行するわけで、冗談じゃないと思っちゃう。だから、早く出ていって欲しいし、抵抗運動というのもあると思うんですけど、誰かが仕切っているという形は見えない。

イラクの現在の警察のことですが、最初、ブレマーの前は、アメリカの国務省からはガーナがイラクに行っていて、ORHA（オルハ）というアメリカの占領当局の組織を作ったんですが、このガーナという人は意外とのんびりしているというか、イラク人を割と取り込もうとしていたんです。でも、ガーナの代わりに、ブレマーが来て、この人は経歴を見たら判りますけど、すごい強硬派なんです。アメリカの外交を仕切っていて、ベトナム戦争にも国務長官として絡んでいたキッシンジャーのメンバーで、ブレマーはそのメンバーの中で、テロ対策の専門家だったんです。だから恐ろしい人をイラクに投げ込んだな、と思いました。ブレマーがイラクに入った時、「治安に関しては、イラク軍を一切排除する。それから、フセインの残党は、一切イラクの再建には寄せ付けない」と言ったんです。だから、バース党員も全部除外した。その時点で、お巡りさんも、兵隊さんも、ある日突然、武器をもってお家に帰っちゃったんです。上司がいなくなったわけだから。それで、ずっとそのまんまだった。ブレマーは、お巡りさんも全部一回クビにした。ところが、アメリカ軍だけじゃ治安はとても維持できないという状態になって、七月の頭に、ニューヨークの警察署長がイラクに送り込まれたんです。テロ対策をやっている人で、彼に新しい警察組織を作らせようとした。ところが、事件がどんどん起きて、とても新しいお巡りさんをつくっているわけにいかなくなった。それで、八月の頭位から、元のイラクの警官に声をかけて（笑）、三週間ずつ民主教育とか、よく判らないことをやって、どんどん新たな警官を大量生産していったんです。ザフラニア地区という南の方にある警察署に、私が行ってみたら、みんな元お巡りさんで、治安を守らなきゃいけないんだけれど、パトカーもまともにないんです。武器といったら、カラシニコフなんです。旧ソ連の精度のよくない銃が、五人に一人支給されて、後はピストルだけ。だけど、いわゆる強盗さん達は、もっと武装しているわけです（笑）。だって、機関銃持ってるし、手投げ弾持ってるし、下手したら、ミサイルも持っている（笑）。だから、怖くて、パトロールなんか出られないんだって。強盗は、元々、軍隊にいた人達なんだから。兵隊は、三〇何万人いたんだから。お巡りさんは、今、一応、三万七千人はいるはずなんです。これは、CPAの出した情報だから本当かどうか判らないんだけど、八月末の段階で、三万七千人って、言ってましたね。それで、バグダッドだけで、五千七百人って、言っていたかな。お巡りさんは夜、パトロール出来ないと役に立たないんだけど、そんな状態で、とても危ない。それでおかしかったのが、強盗のおかみさん達が刑務所に、子供連れて、亭主を釈放してくれって、要求に来てるの（笑）。それで、どこにご亭主はいれられてるの？って聞いたら、案内してやる、って、留置所の中に入っていって、そしたら、そのご亭主が強盗なんだけど、どっちが偉いんだか判らない位、高飛車なんですよ（笑）。「お前ら、知らないぞ、どうなるか」って脅したりしていて。だって、強盗の方が、ちゃんと組織を持っているし、明日、仲間が警察を襲うかもしれないんですから、さっさと釈放した方がいいんじゃないかと思いましたよ。今はもう少し、警察官も武器をもたされてると思うんですけど、八月の段階では、ほとんど武器がなくって、お巡りさんも「嫌だよな〜」って言ってるんですよ。だけど、お金がないでしょう？お巡りさんになるとどれ位貰えるのか知らないけど、他のことでは、本当に収入がないんだから。

子供達のことですが、私がいった八月は、夏休みだったので、子供達も家にいて、働いていました。イラクの人達は、アラブの中では、一番勤勉なんですよ。何か見つけて働く。ストリートチルドレンっていうのは、確かにいますよ。でも、爆撃で親を失っても、イスラムの場合、家族制度が他と違うんです。家族から部族になって、部族から国家になるっていうのがイスラム教ですから。だから例えば、親がいなくても親戚が面倒をみるのが当たり前なんです。キファー地区とか、貧しい地域で、子供達が靴磨きをしたり、外国人の施しを受けたりしていても、帰ると結構、集団で生活をしている。それと、イスラムの集会所であるモスクが必ずあるので、本当に困っている人は、そこに行けるようになっている。コーランの中に喜捨、喜んで捨てる、っていうのがあって、貧しい人を見たら必ず助けるという教えがある。友達を大事にしろ、親を大事にしろ、隣の人とか、旅人を大事にしようね、ということを小さい頃から教わっているんです。

毎日新聞の五味さんがクラスター爆弾を持ち帰って、問題になりましたけど、その後のマスコミの対応は変でしたよね。爆弾について記者が知らないのも変だし、そもそも国際法に違反している地雷と同じような爆弾が、簡単に手に入る位、イラクに不発弾としてゴロゴロ転がっていることを問題にしないのが変ですよ。劣化ウラン弾についてもそうなんです。放置されていることを知っているのに、誰もそれを本気で問題にしない。本当は自衛隊が上手なんですよね。自衛隊は、地雷の除去の技術を持っているんだから、今回、それをして欲しい。

NPOやNGOのイラクでの活動は、今、日本政府は止めていると思うんです。危ないし、自衛隊を行かせたいんだから、自衛隊でないと出来ないということを言いたがっている。自衛隊なら自分で身を守れるから、というのが政府のウリなんですから。国連も、昨年、現地のスタッフだけ残して全員、引き上げてしまった。国際赤十字も引き上げた。私が戦争直後にイラクに行った時、子供の病院をずっと回ったんです。そしたら、院長さんに、「戦争中、赤十字がいてくれたから、我々は活動できたんですよ」と聞かされて、ああ、やっぱりすごいんだなと思ったんですが、出ていってしまった。やっぱりアメリカの問題だと思いますよね。国連っていうのは、アメリカの命令で動いているところだから。

自衛隊の行くサマワというところは、まぁ言ってみれば、ユーフラテス川の側にある、矢切の渡しみたいなところで（笑）、あの辺で一番大きな街というのは、ナーシリヤなんです。ナーシリヤのすぐ側で、勿論、水に困っているというようなところではなくて、昔、セメント工場があったところなんです。確か、湾岸戦争以前に、日本の企業が入っていたと思うんです。セメント工場や、聞かされた話では、肥料工場を作ろうとしていて、日本の誰かが援助するというようなことでした。だから、サマワの人達は、日本を知らないわけじゃないんです。サマワの映像を見たんですが、年輩の人は、そういうことを覚えていて、日本が来るということは、職業を持ってきてくれる、というふうに解釈していると思うんです。兵隊はいらないよ、と言っている。

テレビに知り合いの通訳が出ていて、サマワの街ってどんなところですか？と、質問されていて、彼（通訳のディア氏）は、サマワの出身でもなんでもなくって、知らないんですよ。ところが、「昔、フセインが統治する前は、素晴らしい文明、文化が発達しているところだった」って言ってるんですよ。「テレビもあるし、電気洗濯機もあるし、クーラーもあった」って、嘘ばっかり言ってるの（笑）。その頃、クーラーなんてあるわけない、ナーシリヤでも見たことないですよ。

サマワっていうところは、本当にひなびたところで、そんなに悪いところではないと思いますよ。だけど、サマワだって、失業者のデモがあって、オランダ軍が発砲して、死んだ人がいるっていうじゃないですか。どこも危険でない場所はない、ってアメリカ軍が言ってるんですから（笑）、それが本当だと思いますよ。日本が来るっていうことが、雇用者としてではない、ということがサマワの人達に判ったら、不満が爆発する危険性はあると思います。

それから、自衛隊という言葉ですが、向こうの言葉に訳すと「日本軍」なんです。自衛隊は、迷彩服を着るわけですから、他の国の軍隊と同じように見えますよね。人道援助のためと言っても、イラクの人には区別がつかないと思いますよ。イタリア軍がナーシリヤで二十何人か殺された事件があって、その時、日本のマスコミは、人道援助のために行ったイタリアの兵士が殺された、という報道をしていたんですが、イタリアのマスコミでは国防相が「俺たちは、人道援助のために来たんじゃない」とはっきり言ってるんです（笑）。二千人だか三千人だかの部隊は、アフガニスタンに行っていた精鋭部隊が来ているんだ、と。「俺たちの使命は、あくまでもテロの撲滅だ。だから俺たちは絶対に引き下がらないぞ」と言っている。それなのに、日本のマスコミは、人道援助に行ったにも関わらず、イタリア軍の兵士がやられた、という報道をしている。だから、今の体制でマスコミがイラクに行っても、イラクの人の声なんて聞けないと思いますよ。

向こうの人とサッカーの試合もするそうですけど、小泉首相は、IMN、イラク・メディア・ネットワークというアメリカ軍が作っているテレビ局に、「おしん」を送ったそうですね。今、イラクではテレビはこの一局だけで、ブレマーが毎週金曜に、大統領気取りで、イラク国民に向けてメッセージみたいなことをやっているんです。イラクの人は、十三年間、経済制裁で、おしん以上に堪え忍んできていて、いま、このタイミングで、「おしん」をやるというのは、「アメリカ軍の言うことを聞きなさいね」というふうにとられてしまう。

サマワにも放射能はあると思うし、劣化ウラン弾も残ってると思いますよ。特に南の方は激戦地だったから、ユーフラテス川を渡ったらいっぱいあると思います。

それから、市議会の話でもう一つ思い出しましたが、私は八月ずっと出席していたんですが、来賓の挨拶以外に、審議というのは全然ないんです。後は、電話局が壊れて電話が使えないから、早く携帯電話をくれとか、襲われると危ないから車をくれとか、護衛をつけてくれとか、そういう要求ばっかりだったんです。一件だけ、採決があって、それは女性議員の提議だったんです。イスラムでは慣習法として、女性が近親者の男性の付き添いなしに旅をしてはいけないという決まりがあるんです。その女性は「私は父親を亡くして、夫もいないし、きょうだい全部、姉妹なんです」って、言うんです（笑）。「だけど私は旅をしたいんです。だから、この場で、女性の一人旅を認めるという採決をして下さい」と提議しました。でも、駄目だった。イスラムの宗教的に無理だと。「叔父さんと行けばいいじゃないか」と他の議員に言われてました。

お母さんと娘が、市内で、バスも危ないから、車で移動していたら、両サイドを車に囲まれて、下ろされて、そのまま車を盗られたりとか、そういう事件がすごく多い。

兵隊向けの街娼のイラクの女性もいますよ。アメリカ兵によるレイプ事件もあるでしょうけど、それは、いま、裁けない。

アラブ系のアルジャジーラとか、アルアラビーヤとか新聞、雑誌がたくさんイラクに取材で入っているんですけど、あの人達が逮捕されたりしている。情報を貰えるのは、現地の人からだと思うので、本当は言葉の通じるアラブ系の人々が、現地の人の中に入っていって、ちゃんと調査しないと駄目だと思います。

学校の問題も気になっていたので、八月に調べたんですが、アメリカ占領当局は、嘘ばっかり言っているんですよね。八月の末に、新しい教科書を配布するって言っていて、ベクテルが校舎を直して、CIIAというところが、椅子や教科書などを入れる予定だったんですが、両方とも大企業だから、財源が確保できない、つまり石油が確保できていないという理由で、それを止めにしてしまった。そうするとどうなるかというと、世界の皆さん、お金出してね、事業に参加して下さいとなる。子供達は、しょうがないから、古い教科書に載っているフセイン大統領のページを破いたり、気になるところを黒塗りさせられて、それを使っている。

一九九六年、「ザ・スクープ」で劣化ウラン弾の取材があって、イラクに行ったんですが、病院にいる被害にあった子供のお母さん達が、途中で、ものを言わなくなったんですよ。「お前ら取材になんか来なくていい」って言うんです。物がないし、私達が何かを言ったにしても、何も貰えないんじゃ、協力なんか出来ない、って言われたんです。それで帰ってきたら、神戸の震災援助の薬品が期限切れになるというニュースを聞いたんです。それで、その後、どうするんですか？と聞いたら、廃棄処分するという。でも、廃棄処分するにも、薬だからお金がかかるんです。兵庫県知事の貝原さんに直談判して、その薬をイラクの子供に送りたい、と言ったら、断られて、その理由は三つあったんです。まず、個人にあげるわけにはいかない。これは、皆さんから寄せられた公的な援助だから、と。だから、個人ではなく、自主組織をちゃんと作ってくれと言われて、IMAという団体を作りました。

二番目には、当時、日本政府はイラクへの国連の経済制裁に参加していましたから、地方行政としては、政府の方針に従わなくてはならない。だから、送るなら、国連安保理の承認を得て欲しいと言われ、国連に手紙を出したら、一週間後に、人道援助だったらいいですよ、と承認された。

三番目には、薬を持っていくのは、自費でやって欲しいと言われた。それで、知り合いに声をかけてお金を集めたら、四百万円位集まったんだけど、もらった薬っていうのが、八千万円相当のもので、コンテナ三つ分なんです。四百万円じゃ、送料が足りない。それで、結局は、日本郵船に頼んで、神戸港からアカバまでの船賃を無料にしてもらったんです。でも、日本国内の費用が大変だったんですよ。倉庫から港まで運ぶのにも結構お金がかかるし、あと、梱包にお金がかかるんです。それで、仮設住宅をお借りして、被災者の皆さんに手伝っていただいて（笑）、梱包したんです。それから、ラベルも全部、日本語でしか書いてなかったんで、全部、英語に直さなきゃいけなくて、薬剤師の方々にボランティアで翻訳してもらって、ラベルを貼って、ようやく出した。それで、これは預かった薬だから、確実に届けなきゃいけないんだけど、コンテナ船には人は乗せてくれない。だから、アカバに行って待っていて、アカバからバグダッドまでは五千キロあるんですが、ずっとコンテナに併走して行ったんです。コンテナの内一つは、北のモスルという小児病院に持っていって、後は、バグダッドと、バスラの小児病院にそれぞれ持っていった。そうやって、渡した後も、ちゃんと使われてるか気になって、経済制裁の厳しい物のない時期だったから、横流しされてないかな、とか。秋にまた行ったら、ちゃんと使ってくれていて、嬉しかったですね。でも、漢方薬とかは成分を見て、こんなもの飲まなくてもいい、普段食べてるから、って言われて（笑）。あと、粉末の薬が、飲めなかったみたいですね、慣れてなくて、ムセてました（笑）。

食糧は、炭水化物などの基本食はあるんですけど、例えば、動物性タンパク質とか高いんです。あと、野菜などのビタミン性のもの、これもないですよね。だから、慢性の栄養失調ですよ。

それと、寄付で一つ考えられるのは、例えば、鉛筆とか、ノートとか、印刷ミスで、日本では使えないものとか、それはイラクの人には関係ないですから、そういうものを探して、送るっていうことはあり得ると思います。

